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研究成果の概要（和文）：中咽頭癌71例中23例（32％）がHPV陽性であった。本研究により一部の中咽頭癌の発症にHPV
感染が関与していることが明らかとなった。HPV陽性中咽頭癌の治療成績に関する検討ではHPV陽性例の方が陰性例に比
べ生存率は良好であった。HPV感染とp16発現の関与に関する検討では、p16陽性例の方が有意に生存率は良好であった
が、HPV陰性p16陽性例の予後はHPV陰性p16陰性例と同様に不良であり、p16の発現がHPV感染の完全なsurrogate marker
とはなり難いことを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：We performed a retrospective analysis of the association between tumour HPV status
 and the demographic and clinicopathological parameters of 71 patients with oropharyngeal squamous cell ca
rcinoma. Of the 71 patients, 23 were HPV-positive. Kaplan-Meier survival analysis showed improved overall 
survival rates in patients with HPV-positive tumours compared with HPV-negative tumours. Of the 45 patient
s received chemoradiotherapy, HPV-positive patients experienced better overall survival than HPV-negative 
patients. We performed a retrospective analysis of the association between p16 expression and HPV status. 
Of the 91 patients, 29 were HPV-positive and 31 were p16-positive. The 3-year overall survival rates were 
82.2% in the p16-positive subgroup and 65.1% in the p16-negative subgroup. Our results showed that the pat
ients with HPV-/p16+ had poor prognosis as compared with the patients with HPV+/p16+, therefore p16 IHC al
one may not be a perfect surrogate marker for HPV infection.
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１．研究開始当初の背景 
HPV 感染が中咽頭癌のバイオマーカーとなる
ことが明らかになったが、他のバイオマーカ
ーと組み合わせることにより治療感受性や
予後の予測が可能となりうることから、新た
なバイオマーカーの探索が求められている。
そこで本研究では癌の薬剤耐性や予後との
関連との関連が示唆されているマイクロ RNA
の発現パターンを解析することにより腫瘍
の予後予測や治療法選択のマーカーを同定
し、個々の症例に応じたテーラーメイド治療
が可能となることを目的とする。 
 
２．研究の目的 
本研究は中咽頭癌検体を用いて、ヒト乳頭腫
ウイルス（HPV）感染とならぶ新たなバイオ
マーカーを同定することにより、治療前組織
から適切な治療法選択を可能にさせ、精度の
高い治療が実現し治療成績が向上すること
目的とする。 
 
３．研究の方法 
北海道大学病院にて加療を行った中咽頭扁
平上皮癌症例に対して生検組織より HPV感染
および p16免疫染色の検討を行った。 
 
４．研究成果 
本研究では、(1)中咽頭癌症例における HPV
感染の関与について、(2)HPV 陽性中咽頭癌の
治療成績、特に化学放射線療法の治療成績に
ついて、(3)中咽頭癌症例における HPV 感染
と p16発現の関与に関する検討を行った。 
 中咽頭癌 71例中 23 例（32％）が HPV 陽性
であった。本研究により一部の中咽頭癌の発
症に HPV感染が関与していることが明らかと
なった。HPV 陽性中咽頭癌の治療成績に関す
る検討では HPV陽性例の方が陰性例に比べ生
存率は良好であった。HPV 感染と p16 発現の
関与に関する検討では、p16 陽性例の方が有
意に生存率は良好であったが、HPV 陰性 p16
陽性例の予後は HPV陰性 p16陰性例と同様に
不良であり、p16 の発現が HPV 感染の完全な
surrogate markerとはなり難いことを明らか
にした 
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